
入門編　3.　寸法プログラム一覧

オブジェクト 1.平行寸法 2.回転した長さ寸法 3.直径寸法 4.半径寸法 5.折り曲げ半径寸法 6.角度寸法 7.角度寸法（3 点指定） 8.弧長寸法 9.座標寸法

作成メソッド AddDimAligned メソッド AddDimRotated メソッド 実務上、本メソッドは使用頻度が少ないため扱いません。 AddDimDiametric メソッド AddDimRadial メソッド AddDimRadialLarge メソッド AddDimAngular メソッド AddDim3PointAngular メソッド AddDimArc メソッド AddDimOrdinate メソッド

実務上、本メソッドは使用頻度が少ないため扱いません。 実務上、本メソッドは使用頻度が少ないため扱いません。

説明 平行寸法オブジェクトを作成 回転した長さ寸法を作成 直径上の 2 点と引出線の長さを指定して、 指定された位置に、 円弧、円、ポリラインの円弧セグメントに折り曲げ半径寸法を作成 円弧、2 本の線分、または円の角度寸法を作成 3 点を指定して角度寸法を作成 円弧の弧長寸法を作成します。 定義点と引出線の端点を指定して、座標寸法を作成

　　　円または円弧の直径寸法を作成 選択されたオブジェクトの半径寸法を作成 （座標寸法では、単純な引出線に沿って

オブジェクトの X または Y 座標が表示されます。）

構文

宣言     Dim dimAlignedObj As AcadDimAligned     Dim dimRotatedObj As AcadDimRotated  Dim　dimDiametricObj As AcadDimDiametric  Dim dimRadialObj As AcadDimRadial  Dim dimRadialLarge As AcadDimRadialLarge   Dim dimAngularObj As AcadDimAngular  Dim dim3PointAngularObj As AcadDim3PointAngular  Dim dimArcLength As AcadDimArcLength  Dim  dimOrdinateObj As AcadDimOrdinate

作成     Set dimAlignedObj  = ThisDrawing.ModelSpace.AddDimAligned_  Set dimRotatedObj  = ThisDrawing.ModelSpace.AddDimRotated_  Set dimDiametricObj = ThisDrawing.ModelSpace.AddDimDiametric_  Set dimRadialObj  = ThisDrawing.ModelSpace.AddDimRadial_  Set dimRadialLarge = ThisDrawing.ModelSpace.AddDimRadialLarge_  Set dimAngularObj= ThisDrawing.ModelSpace.AddDimAngular_  Set dim3PointAngularObj  = ThisDrawing.ModelSpace.AddDim3PointAngular_  Set dimArcLength = ThisDrawing.ModelSpace.AddDimArc_  Set dimOrdinateObj = ThisDrawing.ModelSpace.AddDimOrdinate_

                                         　(ExtLine1Point, ExtLine3Point, TextPosition) 　(XLine1Point, XLine3Point, DimLineLocation, RotationAngle)                                              　(ChordPoint, FarChordPoint, LeaderLength)                                                 　(Center, ChordPoint, LeaderLength)                                                (Center, ChordPoint, OverrideCenter, JogPoint, JogAngle)                                  (AngleVertex, FirstEndPoint, SecondEndPoint, TextPoint) 　                             　(AngleVertex, FirstEndPoint, SecondEndPoint, TextPoint)                                       (ArcCenter, FirstEndPoint, SecondEndPoint, ArcPoint)                                              　(DefinitionPoint, LeaderEndPoint, UseXAxis)

要素 ExtLine1Point 寸法補助線の 1 番目の端点を指定する 3D WCS 座標 XLine1Point 測定する長さ寸法の最初の端点を示す 3D WCS 座標 ChordPoint円または円弧の直径の 1 番目の点を指定する 3D WCS 座標 Center 円または円弧の中心点を指定する 3D WCS 座標 Center 円弧、円、またはポリラインの円弧セグメントの中心を指定する 3D WCS 座標 AngleVertex 円または円弧の中心、あるいは寸法が記入される AngleVertex 測定する角度の頂点を指定する 3D WCS 座標 ArcCenter 円弧の中心点を指定する 3D WCS 座標（寸法を記入する円弧の中心） DefinitionPoint 寸法を記入する点を指定する 3D WCS 座標（定義点）

これは、最初の寸法補助線がアタッチされる点です。 　　　 2 本の寸法線の共通の頂点を指定する 3D WCS 座標

ExtLine2Point 寸法補助線の 2 番目の端点を指定する 3D WCS 座標 FarChordPoint円または円弧の直径の 2 番目の点を指定する 3D WCS 座標 ChordPoint円または円弧上の引出線をアタッチする点を指定する 3D WCS 座標 ChordPoint 円弧の弦の点を指定する 3D WCS 座標 FirstEndPoint 1 本目の寸法補助線が通過する点を指定する 3D WCS 座標 FirstEndPoint 1 本目の寸法補助線が通過する点を指定する 3D WCS 座標 LeaderEndPoint 引出線の端点を示す 3D WCS 座標（寸法値が表示される位置）

XLine2Point 測定する長さ寸法の 2 番目の端点を示す 3D WCS 座標 FirstEndPoint 1 本目の寸法補助線が通過する点を指定する 3D WCS 座標

TextPosition 寸法値の位置を指定する 3D WCS 座標 これは、2 番目の寸法補助線がアタッチされる点です。 LeaderLengthChordPoint から注釈文字または参照線(ドッグレグ)までの長さ(正の値) LeaderLengthChordPoint から注釈文字または参照線(ドッグレグ)までの長さ（正の値） OverrideCenter 中心点の優先位置またはピックした点を示す 3D WCS 座標 SecondEndPoint 2 本目の寸法補助線が通過する点を指定する 3D WCS 座標 SecondEndPoint 2 本目の寸法補助線が通過する点を指定する 3D WCS 座標 UseXAxis True: X 軸の値を表示する座標寸法を作成

SecondEndPoint 2 本目の寸法補助線が通過する点を指定する 3D WCS 座標 False: Y 軸の値を表示する座標寸法を作成

DimLineLocation 寸法線上の点を示す 3D WCS 座標 JogPoint 折り曲げ位置またはピックした点を示す 3D WCS 座標 TextPoint 寸法値が表示される点を指定する 3D WCS 座標 ArcPoint 円弧上の点を指定する 3D WCS 座標

これによって、寸法線と寸法値の配置が定義されます。 　(参考）システム変数 　(参考）システム変数 TextPoint 寸法値が表示される点を指定する 3D WCS 座標

DIMUPT[寸法値位置指定]、DIMTOFL[寸法線内側記入]、 DIMUPT[寸法値位置指定]、DIMTOFL[寸法線内側記入]、 JogAngle 折り曲げ角度の値

RotationAngle 長さ寸法を回転させて表示するためのラジアン角度 DIMFIT[寸法値フィット]、DIMTIH[補助線内水平]、DIMTOH[補助線外水平]、 DIMFIT[寸法値フィット]、DIMTIH[補助線内水平]、DIMTOH[補助線外水平]、

DIMJUST[寸法値水平位置]、DIMTAD[寸法線上記入]の値。 DIMJUST[寸法値水平位置]、DIMTAD[寸法線上記入]の値。

(システム変数は、GetVariable および SetVariable メソッドを使用して、 (システム変数は、GetVariable および SetVariable メソッドを使用して、

値の取得または設定が可能です。本書入門編ではシステム変数については扱いません。） 値の取得または設定が可能です。本書入門編ではシステム変数については扱いません。）

　例 例は示していません。 例は示していません。 例は示していません。

実行例

オブジェクト 10.幾何公差 11.引出線 12.マルチ引出線 13.文字列（単一行） 14.マルチ テキスト

作成メソッド AddTolerance メソッド AddLeader メソッド AddMLeader メソッド AddText メソッド AddMText メソッド

実務上、本メソッドは使用頻度が少ないため扱いません。

説明 幾何公差を作成 指定された座標に基づいて引出線を作成 指定した座標で、マルチ引出線を作成 単一行の文字列を作成 挿入点と境界ボックスの幅によって定義された矩形の中に、

　　　引出線とその注釈は関連付けられていて、 マルチ テキスト図形を作成

注釈を変更すれば、それに応じて引出線は更新されます。

構文

宣言 Dim toleranceObj As AcadTolerance Dim leaderObj As AcadLeader   Dim mLeaderObj As AcadMLeader Dim textObj As AcadText Dim MTextObj As AcadMText

作成 Set toleranceObj = ThisDrawing.ModelSpace.AddTolerance　_ Set leaderObj = ThisDrawing.ModelSpace.AddLeader_   Set mLeaderObj = ThisDrawing.ModelSpace.AddMLeader_  Set textObj = ThisDrawing.ModelSpace.AddText_ Set MTextObj = ThisDrawing.ModelSpace.AddMText_

                                                           (Text, InsertionPoint, Direction)                                                         (PointsArray, Annotation, Type)                                                         　(pointsArray, leaderLineIndex)                                          　(TextString, InsertionPoint, Height)                                                　(InsertionPoint, Width, Text)

要素 Text 幾何公差の文字列 例 "{\Fgdt;r}%%v123"　　rの部分が幾何公差記号を表し、 PointsArray 引出線を指定する 3D WCS 座標の配列 pointsArray 引出線を指定する 3D WCS 座標の配列。 TextString 表示される実際の文字 InsertionPoint マルチ テキスト境界ボックスの挿入点

      　　       　　123の部分は文字、数字を記入する。 　（引出線定義のために少なくとも 2 点を指定。3 点目はオプション） 　（引出線定義のために少なくとも 2 点を指定。 注意：文字の左端、上端が挿入点位置となる。中央ではない。

InsertionPoint 幾何公差記号を配置する位置(3D WCS 座標) 　                            3 点目はオプション） InsertionPoint 文字を配置する図面上の 3D WCS 座標 Width マルチ テキスト境界ボックスの幅

Annotation 引出線にアタッチするオブジェクト leaderLineIndex マルチ引出線クラスタの入力インデックス 注意：文字の左端、下端が配置位置となる。中央ではない。

Direction 幾何公差記号の方向を指定(3D 方向ベクトル) 　　　(この値を NULL にすると、オブジェクトをアタッチしない。） Height 文字の高さ（正の数値） Text MText オブジェクトに実際に入力されるテキスト文字列

Type タイプ

 AcLeaderType 列挙型　　　

acLineNoArrow

acLineWithArrow

acSplineNoArrow

acSplineWithArrow

　例 例は示していません。

実行例 文字列（単一行）：AddText メソッド マルチ テキスト　：AddMText メソッド

文字の配置位置を

(0,0,0)とした場合

文字の左下が指定位置に

なる。

境界ボックスの挿入点を

(0,0,0)とした場合

文字の左上が指定位置に

なる。

引出線にアタッチするオブジェクト

文字列（単一行）：AddTextメソッドの場合は nothingを設定する。

マルチテキスト ：AddMTextメソッドの場合 マルチテキストを設定できる。

文字の配置位置を(0,0,0)とした場合

文字の左下が指定位置になるから

引出線の矢印終点座標(0,0,0）と

一致させることができる。

境界ボックスの挿入点を(0,0,0)とした場合

文字の左上が指定位置になるため、引出線の矢

印終点座標(0,0,0）とは一致しない。。

引出線にアタッチするオブジェクトが

マルチテキスト：AddMTextメソッドの場合

マルチテキストの表示位置を更新すると、

それに応じて引出線は更新される。

①（5,  5,  0) ② (35,  5,  0)

③ (20,  10,  0)

①（20,  0,  0)

② (0,  20,  0)

③ 10

② (15,  15,  0)

③ 5

①（0,  0,  0)

② (20,  50,  0)

①（0,  30,  0)

③ (20,  10,  0)

④ (30,  30,  0)

② (20,  50,  0)

①（0,  30,  0)

③ (20,  10,  0)

④ (30,  30,  0)

①（15,30）

②（15,25）

②（10,30）

寸法記入位置

③X座標寸法 True

③Y座標寸法 False

配置位置は黄色の丸の位置

X軸から90度

水平

X軸から45度

X軸から180度

X軸から135度

①（10,  10,  0)

②（20, 20,  0) アタッチするオブジェクト

矢印付き引出し線

③（30 20,  0)

AddMText メソッドは AddTextメソッドと要素

の順番が異なる。

（マルチテキストのテキストは3番目の要素）


